
       

宮
部
鼎
蔵
は
、
文
政
３
年(

１
８

２
０)

４
月
、
宮
部
春
吾
・
ヤ
ソ
の

長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

宮
部
家
は
代
々
医
者
の
家
で
、
鼎

蔵
は
幼
い
頃
か
ら
藩
の
叔
父
の
伝

右
衛
門
の
も
と
で
文
武
両
道
に
励

み
、
１４
歳
で
藩
校
・
再
春
館
の
師

範
・
冨
田
家
の
私
塾
に
入
門
。
医
学

の
修
行
に
入
り
ま
す
。 

家
族
に
厳
し
く
教
育
さ
れ
た
鼎

蔵
は
、
３１
歳
で
熊
本
藩
に
召
し
抱
え

ら
れ
兵
学
師
範
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
頃
か
ら
勤
王
の
志
を
高
め
、 

 

嘉
永
３
年(

１
８
５
０)

肥
後
を
訪

れ
て
い
た
吉
田
松
陰
に
対
面
。
鼎
蔵

３１
歳
、
松
陰
２１
歳
で
し
た
。 

翌
年
、
江
戸
に
出
府
し
兵
学
に
磨

き
を
か
け
る
と
同
時
に
、
松
陰
と
親

交
を
結
び
、
尊
皇
攘
夷
へ
の
信
念
を

深
く
し
ま
し
た
。 

や
が
て
国
学
者
の
林
桜
園
が
開

く
原
道
館
に
入
門
し
、
勤
王
の
志
を

更
に
高
め
て
い
き
ま
す
。 

元
治
元
年(

１
８
６
４)

、
京
都
に

潜
伏
し
た
鼎
蔵
は
、
筑
後
の
真
木
和

泉
ら
と
尊
王
攘
夷
派
の
勢
力
回
復

を
目
指
し
、
同
年
６
月
５
日
、
同
士

２０
数
名
と
三
条
小
橋
の
池
田
屋
で

会
談
中
、
そ
の
情
報
を
察
知
し
た
新

撰
組
に
襲
撃
さ
れ
奮
戦
し
、
自
刃
。

４５
年
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
わ
ず
か
５
年
前
で
し

た
。 

      
 
 

 
 

 
  

幕
末
の
時
勢
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た 

「
勤
王
の
志
士
」
宮
部 

鼎
蔵 

 

宮部鼎蔵像（御船町立七滝中央小学校所蔵）  

 

み
や
べ 

 
 
 

て
い
ぞ
う 

鼎
蔵
と
松
陰 

 

  

 

 

自
分
の
愛
刀
と 

藤
崎
八
幡
宮
の
神
鏡
、

 

「
皇
神
（
す
め
か
み
）
の 

 

ま
こ
と
の
道
を 

か
し
こ
み
て 

 

思
い
つ
つ
ゆ
け 

 

思
い
つ
つ
ゆ
け
」 

 

 

 

  

 

 


